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論文審査の結果の要旨 

 

 

１ 研究目的の評価 

 本研究は、マラリア流行度と、その抵抗性遺伝子の頻度および感受性を

示す遺伝子多型との関係を明らかにしようとしたもので、目的は十分に妥

当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

 島間でマラリア流行度匂配が明白なバヌアツ諸島を研究対象地区とし

て選択し、各島の住民において、マラリア抵抗性を示すサラセミア遺伝子

の頻度および感受性を示す TNF-α遺伝子の多型を調べ、結果を統計的に解

析したもので、研究手法も妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

バヌアツ諸島のマラリア流行度と TNF-α遺伝子プロモータ領域内の１

つのハプロタイプ頻度との間に負の相関を、またサラセミア遺伝子頻度と

の間に正の相関を認め、これら諸島における過去のマラリア選択圧を明ら

かにしたことは大きく評価される。 

 

 

 以上のように本論文は、マラリア流行度の遺伝学的基盤および分子基盤

の解明に貢献するところが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）

の学位に値するものと判断した。 
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